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背景

先行研究

食事療養はカーボカウント法、フリーダイエット法を
行っている患児が多く、管理栄養士の栄養指導を
受けているはほとんどいなかった。

適切な食事摂取量などを
学ぶ場としてサマーキャンプは
重要である。

1）2）3）



目的

1型糖尿病サマーキャンプの

教育効果にお食事メモリーが

影響を及ぼすか明らかにする。



アンケート調査・

食事摂取量報告書（お食事メモリー）

対象者

研究期間

研究デザイン

つぼみの会1型糖尿病サマーキャンプに参加している
小学生：9人 中高生：6人

2018年7月～2018年12月

アンケート内容
・復習の有無や回数 ・復習しなかった理由
・使用ページ ・使用用途
・カレンダーの使用について（キャンプ後のみ）



お食事メモリーの内容

去年の内容

・５大栄養素の説明

・キャンプ中の食事の糖質量

・キャンプ中の患児が
摂取した食事の栄養価計算

・バランスの良い食事について

今年の内容
・５大栄養素の説明

・キャンプ中の食事の糖質量

・キャンプ中の患児が
摂取した食事の栄養価計算

・３食食べたかなカレンダー

・行事食について

・郷土料理について



結果 復習の有無について

Wilcoxon の符号付き順位検定 ｐ＜0.05 有意差あり

復習した
33％（5人）

復習していない
67％（10人）

n＝15

復習の有無
n＝15

未回収
14％（2人）

復習していない
22％（3人） 復習した

64％（9人）

復習の有無



結果 復習回数
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結果 復習したページ
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結果 使用用途
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結果 復習しなかった理由
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考察

・復習したと回答した人数が増えた。

➀キャンプ後に自宅で行う媒体の作成

➁お食事メモリーの認知度の上昇

➂キャンプ中に行う栄養教育、またその媒体の作成。

サマーキャンプの教育効果に
影響しているのではないか。



考察

復習できなかった患児に対して
どのようにアプローチすればよいか。

➀紙媒体ではなく携帯やパソコンからアクセス可能な

媒体の作成。

②冊子ではなく家に貼れるようなポスターの配布。

③キャンプ中に行う授業での利用。 （４



結語

・多くの患児たちが食事や栄養に対する興味がある。

・キャンプ後も使用できる媒体の作成をすることに
よって復習をしてもらいやすくなる。

・適切な食事や栄養について学ぶ場として

サマーキャンプは重要であること。

・お食事メモリーはサマーキャンプの教育効果に
影響を及ぼしている可能性があること。

今回の研究を活かし来年以降の
お食事メモリーの作成を行っていきたい。
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